
■ BtoGtoCモデルでインド社会全体を支える
2027年ごろに人口が世界トップになると予測されている※1

インドは、近年の急速な経済成長を背景に今後の発展が

期待されています。この国で現在進められているのが、デジ

タル化により国全体を知識経済社会へ変革していくという

国家プロジェクト「Digital India」。電子行政サービスやデ

ジタルインフラの構築を通じて国民生活の質的向上をめざ

すこのプロジェクトの実現に向けて大きな役割を果たしてい

るのが、1933年の家庭用ファンの輸出以来、インドと深い

関係を育んできた日立です。

「国土が広く人口の多いインドでは人々の暮らしは多様

で、都市部にも地方にも画一的な社会モデルがないため、

この国でのビジネスには経済成長に沿った事業戦略が必

要です。その点、日立は長年インドとの深い関係性を持ち

続けており、インフラ関連や製造業、そして今日ではデジタ

ル領域で確かな存在感を示しています」と語るのは、インド

の統括会社であるHitachi India Pvt. Ltd.（以下、日立イ

ンド社）の社長Bharat Kaushal氏です。

「現在、私たちはB（Business） to G（Government） to 

C（Citizen）というビジネスモデルを実践しています。これ

は政府を支援し連携することを通じて、国民へサービスを

提供するものです。インフラからデジタルまで幅広い領域で、

一人ひとりのライフサイクルを支えます。『社会・環境・経済』

という3つの価値の向上をめざす日立の社会イノベーション

事業のコンセプトが具現化されているのがインドなのです」

日立はDigital Indiaの注力分野でもある「金融」「教育」

「ヘルスケア」「セキュリティ」のデジタル化実現を推進。な

かでも、社会や人々の生活に大きな革新を起こしているの

が金融分野です。
※1 出典：国連経済社会局人口部「世界人口推計 2019年版」

■ 社会や暮らしに寄り添い支える
多様な決済サービスを提供

インドにおける日立の金融ソリューションを担うのが

Hitachi Payment Services Pvt. Ltd.（以下、日立ペイメ

ントサービス社）です。現在のインドでは同社が提供する

ATM57,000台以上、POS110万台以上が稼働※2しており、

特に複数の金融機関が共同利用する「ホワイトラベル

ATM」は金融店舗やATMが少ない郊外や地方などへの設

置も進んでいます。さらに近年は、駅などの交通決済システ

ムや、QR決済、EC決済など、さまざまな決済サービスを提

供。同社のサービスは今やインドの人々の暮らしに密着し

た重要な金融インフラとなっています。

「当社は、現金、非現金（デジタル）を問わずあらゆるチャ

ネルに対応した決済サービスを提供しており、ATM分野

では26%、POS分野では25％のシェアを獲得※3していま

す。特に、近年はデジタル決済の展開に注力し、インドに

おけるデジタル決済のエコシステム構築に大きく貢献して

急速な経済成長を遂げながら、現在、国を挙げて行政・公共サービスのデジタル化を推進しているインド。12億以上もの
人々が生活するこの大国の目覚ましい発展と併走するように、日立は高度なデジタル技術で金融をはじめとする社会の
さまざまな領域を変革し、インド国民のQoL（Quality of Life）向上に貢献しています。

急速な経済成長を遂げながら、現在、国を挙げて行政・公共サービスのデジタ

All Rights Reserved,Copyright ©2020,Hitachi,Ltd.



所 在 地
設 立
従業員数
事業内容

インド ムンバイ
2008年
約1,600名
現金決済事業：ATM関連サービス（機器の調達、資産保有、設置、運用・監視、保守）など
非現金決済事業：POS/モバイル関連サービス（POS端末設営・保守、決済プロセッシン

グサービス）、交通決済関連サービス、電子商取引決済関連サービス

日立ペイメントサービス社
https://www.hitachi-payments.com/

お問い合わせ先・情報提供サイト

State Bank of India
https://www.sbi.co.in/

所 在 地
設 立
従業員数
事業内容

インド ムンバイ
1806年
約26万4,000名
国営商業銀行
（総資産、預金量、拠点数、顧客数、従業員数な
どにおいて、インド最大規模）

ついて説明します。

インド金融界のトップ企業も注目する日立のデジタル技

術を結実させたLumada。両社は今後SBIペイメントサー

ビス社とLumadaの活用を通じて、POSビジネスだけでな

く、あらゆるタイプのカードやQRなどにも対応する決済サー

ビス、全国共通の交通決済システムの拡大、また、データを

活用した顧客への新たなサービスの実現などでもイニシア

チブ獲得をめざします。

■ インドの可能性とともに花開く
「社会・環境・経済」の価値

日立とともにさらなるビジネスチャンス拡大を見据える

SBIのSwaminathan J.氏は、「決済インフラを提供するだ

けでなく、付加価値の高いサービスも提供できるのが日立

の優れている点です。日立との協創を通して、あらゆるシー

ンに対応した優れた決済環境と顧客経験価値を提供すると

いう目標は着実に達成されつつあり、これによりインド国民

のQoL向上に貢献することを確信しています」と日立との

パートナーシップがもたらす価値を評価します。

日立が追求する「社会・環境・経済」という3つの価値の

向上。その挑戦の成果は、Lumadaを核とするデジタライ

ゼーションを通して、大きな可能性を秘めて飛躍しつつある

インドの地で開花しようとしています。

きました。これにより、人々の生活に大きな変

化をもたらしました。当社がそうしたデジタル

決済インフラを最前線で支え、金融機関は消

費者や社会に利便性の高いサービスを提供

できるようになり、結果、インドにおけるデジタ

ル決済はここ3年で約4倍に拡大しており、今

後もさらにデジタル活用が注目され、拡大して

いくと考えています」と、取り組みの成果につ

いて日立ペイメントサービス社創業者で副会

長の Loney Antony氏は説明します。

そして同社は、インドで大きな影響力を持つビジネスパー

トナーとともに、新たな挑戦に乗り出しました。

■ 次世代決算インフラ構築へ向けて
インド最大手の商業銀行と協創

2019年1月、日立ペイメントサービス社は、次世代電子

決済サービス基盤の構築に向けて、4億2,000万人もの顧

客を有するインド最大手の国営商業銀行 State Bank of 

India（インドステイト銀行、以下「SBI」）との共同出資によ

りSBIペイメントサービス社を設立しました。

「電子決済加盟店の開拓（アクワイアリング）事業で約

10年間にわたりパートナーシップを育んできた日立は優れ

たデジタル技術で革新をもたらすだけでなく、世界中から

業界最良の慣行を採用する力も持っています。日立との提

携はDigital Indiaというわが国の目標達成のためにも最

良の選択と考えています。当行は日立の優れた技術やノウ

ハウ、例えばビッグデータ分析やAIなどを活用し、新たな

価値を創出できるのです」と、SBIのDeputy Managing 

Director（Strategy）兼 Chief Digital Officerの 

Swaminathan J.氏は日立との合弁会社設立のメリットに

※2 ATM台数は紙幣還流式ATMとホワイトラベルATM、POS台数はモバイルPOSとQRを含
む。（2019年9月時点）

※3 インド決済公社（National Payments Corporation of India) 発表の数値をもとに日立ペ
イメントサービス社が算出。（2019年9月時点）

ルマーダ

（株）日立製作所 システム＆サービスビジネス統括本部
https://www.hitachi.co.jp/products/it/portal/support/contact/

State Bank of India 日立ペイメントサービス社日立インド社
Bharat Kaushal 氏 Loney Antony 氏Swaminathan J. 氏
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